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市内各小学校では4月4日、一斉に入学式が行われました。ここ川辺小学校でも、お母さんやお父

さんに子を引かれた新入生 110人が元気よく校門をくぐりました。入学式の前にはクラス発表があり

(=写真)、「お母さん、ぼく 1組だJ、100ちゃんと同じだよJなどと新一年生は大はしゃぎ。なごやか

な雰囲気が印象的で、したn
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市民と市長の日

毎月 1日に行っています 「市民と市長

の日」を、来月は都合により 5月 2日(土)

午前 9時から正午まで、市役所 3階市長

室で行います。

農地問題相談日
「農地問題相談」を 5月 1日(金)午前 8

時30分から午後 5時まで、市役所 2階農

業委員会事務局で行し、ます。



「
川
の
流
れ
」
楽
し
ん
で
:
・

子どもたちに人気の川の流れ(長池公園)

長
池
公
園
が
完
成

市
内
倉
升
で
整
備
事
業
が
進
め
ら

れ
て
き
た
「長
池
公
園
」
が
、
こ
の
ほ

ど
完
成
し
ま
し
た
。

同
公
園
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
か

ら
三
年
計
画
で
行
わ
れ
て
き
た
も
の

で
、
総
事
業
費
は
約
二
億
円
、
面
積

は
約

一
・
三
か
あ
り
ま
す
。
場
所
は

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
田
創
造
館
の

みんなの公園

市内倉升で建設が進められてきた「長池公園」

が、このほど完成しました。場所は、リ ージョ

ンプラザ上田創造館の東隣にあり、市内では初

めて人工的な滝や川の流れが取り入れられたユ

ニークな公園です。

また、 4月30日には、市民の森公園の 「チビ

ッコ広場」 と自然運動公園の 「子供の広場」が

オープンします。どちらの広場にも、子どもた

ちが楽しめるよう、趣向を凝らしたネ ッ ト遊具

や大型の木製遊具が設けられています。

一第 981号

東
隣
に
あ
り
、
市
内
の
公
園
で
は
初

め
て
人
工
的
な
滝
や
川
の
流
れ
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
昭
和
五
十
九
年
度
は
、
滑

り
台
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
め
る
プ
レ
イ
ロ
ッ
ド
、

お
年
寄
り
に
人
気
の
あ
る
ゲ
l
ト
ボ

ー
ル
場
を
整
備
。
六
十
年
度
は
、
休

グ長池公園平面図

憩
な
ど
に
利
用
で
き
る
石
を
主
体
と

し
た
石
の
広
場
、
水
辺
の
雰
囲
気
が

味
わ
え
る
滝
や
川
の
流
れ
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
最
後
の
六
十
一
年
度
は
、

芝
生
広
場
、
公
園
周
囲
の
植
栽
、
あ

ず
ま
屋
な
ど
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

長
池
公
園
は
、
市
街
地
か
ら
南
西

約
三
キ
ロ
討
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
周

辺
は
最
近
、
商
業
地
域
化
、
市
街
地

化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
近
隣
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、

上
田
創
造
館
に
集
ま
る
人
々
に
も
、

い
こ
い
の
場
所
と
し
て
手
軽
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
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チビ、ソコ広場が完成

市民の森公園

い
ま
す
。

チ
ビ
ツ
コ
広
場
は
、

わ
し
ば
山
荘
前
の
旧
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
建
設
さ
れ
、

面
積
は
約
九
千
五
百
平

方
好
、
総
事
業
費
は
約

一
億
二
千
八
百
万
円
。

自
然
の
地
形
を
生
か
し

な
が
ら
小
山
や
ト
ン
ネ

ル
、
す
り
鉢
形
の
砂
場

な
ど
を
つ
く
り
、
子
ど

も
た
ち
に
「
冒
険
ご
っ

こ
」
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

広
場
に
は
、
直
径
十

討
の
、
不
ッ
ト
遊
具
に
よ
る
「
ク
モ
の

巣
」
を
二
か
所
、
深
さ
三
好
の
斜
面

を
滑
り
降
り
る
「
ア
リ
地
獄
」
を
一

か
所
設
け
、
こ
れ
ら
を

H

ク
モ
と
ア

リ
の
と
り
で
H

と
呼
ぶ
よ
う
に
し
ま

す
。
ま
た
、
芝
生
の
小
山
を
三
か
所

つ
く
り
、
そ
の
下
に
は
ト
ン
、
不
ル
が

幾
つ
も
掘
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
ト

ン
ネ
ル
で
も
自
由
に
遊
べ
る
よ
う
に

し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
芝
生
の
観
覧
席
で
野

外
演
奏
が
楽
し
め
る
野
外
ス
テ
ー
ジ
、

長
さ
二
十
好
の
滑
り
台
、
動
物
小
屋

な
ど
も
建
設
し
ま
す
。

チビッコ広場平面図

チビッコ広場の全景

市
内
芳
田
の
「
市
民
の
森
公
園
」

に
建
設
し
て
い
た
チ
ピ
ッ
コ
広
場
が

ほ
ぼ
完
成
し
、
四
月
三
十
日
肘
に
オ

ー
プ

ン
し
ま
す
。

市
民
の
森
公
園
は
、
昭
和
四
十
五

年
に
開
設
さ
れ
て
以
来
、
わ
し
ば
山

荘
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
遊
歩
道
な
ど
を

備
え
た
公
園
と
し
て
、
多
く
の
市
民

に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
、

同
公
園
を
年
間
を
通
じ
て
楽
し
め
る

公
園
に
し
よ
う
と
、
五
年
計
画
で
整

備
事
業
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
ス
ケ
ー
ト
場
な
ど
を
建
設
し

ま
し
た
。
最
終
の
今
年
度
は
、
体
育

館
と
遊
歩
道
を
つ
く
り
、
す
べ
て
の

事
業
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て

自然運動公園に

大型の木製遊具

市
内
下
之
郷
に
あ
る
自
然
運
動
公

園
の
「
子
供
の
広
場
」
が
、
四
月
三

十
日
附
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
面
積

は
約
三
千
平
方
針
、
総
事
業
費
は
約

二
千
五
百
万
円
。
こ
の
う
ち
二
千
万

円
は
、
モ
デ
ル
児
童
遊
園
と
し
て
日

本
宝
く
じ
協
会
の
助
成
金
を
得
て
い

ま
す
。同

広
場
は
、
総
合
体
育
館
の
東
側

斜
面
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
は
以
前

か
ら
滑
り
台
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
遊

園
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
が
大
勢
の
仲

間
と
遊
べ
る
よ
う
に
、
大
型
の
木
製

ど
ち
ら
も

4
月
初
日
オ
ー
ブ
ン

訟や . '¥. ，，-，- : !"~ぞ~- ' ~ぬ輔副島守 ν 

ユニークな大型の木製遊具

遊
具
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

プ
レ
イ
ウ
ォ

l
ル
と
呼
ば
れ
る
板

張
り
で
で
き
た
大
型
の
木
製
遊
具
は
、

長
さ
三
十
五
討
、
幅
四

M
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が

S
字
型
に
角
度
を
変
え
な
が

ら
波
打
っ
て
い
る
た
め
、
子
ど
も
た

ち
は
登
っ
た
り
滑
っ
た
り
、
工
夫
し

な
が
ら
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長
さ
百
げ
と
四
十
討
の
二
本
の
鉄

管
(
直
径
十
五
句
)
が
、
蛇
の
よ
う

に
く
ね
ら
せ
て
斜
面
を
登
る
伝
声
管

は
、
遠
く
離
れ
て
も
お
互
い
に
話
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

子
ど
も
用
の
野
外
劇
場
、
一
人
乗
り

の
ブ
ラ
ン
コ
ラ
イ
ダ
l
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
の
滑
り
台
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
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市
が
、
昨
年
十
月
か
ら
建
設
を
進

め
て
い
た

「川
辺
町
児
童
セ
ン
タ
ー」

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
四
月
十
三
日

に
開
館
し
ま
し
た
。
児
童
館
は
、
こ

れ
ま
で
市
内
に
二
か
所
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
児
童
セ
ン
タ
ー
は
初
め

て
の
施
設
で
す
。

鉄
骨
平
屋
建
て
で
、

三
百
三
十
七
平
方
灯
あ
り
、
総
事
業

費
は
五
千
三
百
万
円
。
児
童
た
ち
が

遊
ん
だ
り
運
動
す
る
た
め
の
遊
戯
室

の
ほ
か
、
図
書
室
な
ど
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
児

童
た
ち
が
遊
び
を
通
し
て
運
動
に
親

し
む、
」
と
が
で
き
る
よ
う
児
童
厚
生

員
が
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す。

え

建
物
面
積
は

広報う一 第 981号

川辺町児童センター案内図

利

用

案

内

-
開
館
時
間

午
後

一
時

i
六
時

(三
1
十
月
)
、
午
後

一
時
l
五
時
(
十

一
1
二
月
)
、
午
前
九
時
l
午
後
六
時

(夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
み
)

-
休
館
日

日
曜
日
、
祝
日
、
十

二
月
二
十
九
日
か
ら

一
月
三
日

-
入

館

自
由
(
無
料
)
で
す

が
、
入
館
の
際
は
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

-
対
象
者
十
八
歳
未
満
の
人
。

た
だ
し
、
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も

さ
ん
は
保
護
者
と
い
っ
し
ょ
に
。

-
電
話
番
号

⑧

2
9
4
5

広
場
・
誇
-
笠
拍
展

5
月
間
日
に
市
役
所
駐
車
場
で

市
で
は
、
ρ

省
資
源
・

省

エ
ネ
ル
ギ

午
後
三
時
か
ら
四
時
)

iα

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
進
め
る
た

V
処
分
品
コ
ー
ナ
ー

め、

「資
源
活
用
推
進
本
部
」
(本
部
長
・

事
業
所
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
日
間
(
汚

上
田
市
長
)
を
設
置
し
て
、

事
業
を
れ
物
、
は
ん
ぱ
物
で
す
が
、
す
べ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

実

則
H

山
)
を
格
安
で
版
先
し
ま
す
。

そ
の

一
環
と
し
て、
今
年
も
「
資
源

V
修
理
コ
ー
ナ
ー

活
用
広
場
」
と

「
む
だ
を
な
く
す
生

刃
物
の
研
ぎ
、
靴
・
か
さ
の
修
理

活
民
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
で
眠

。
と

き

:
・五
月
十
日
制
午
前
八
時
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
品
物
を
お
持
ち

四
十
五
分
か
ら
午
後
二
時

く

だ

さ

い

。

(雨
天
の
場
合
は
十
七
日
制
)

。
と
こ
ろ
・:
市
役
所
駐
車
場
と
そ
の

同
辺

資
源
活
用
広
場

V
不
用
品
コ
ー
ナ
ー

家
庭
な
ど
に
あ
る
不
用
品
を
、

美

術
商
組
合
の
皆
さ
ん
が
代
理
で
競
り

に
よ
っ
て
版
売
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
出
品
を
希
望
さ

れ
る
方
は、

当
日
の
午
前
八
時
か
ら

九
時
ま
で
に
、
不
用
品
の
運
び
込
み

と
受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
競

り
に
よ
る
代
理
販
売
の
場
合
、
販
売

手
数
料
と
し
て
販
売
価
格
の

一
O
%

を
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
五
百
円

未
満
の
場
合
は
無
料
で
す
。
(
精
算
は

む
だ
を
な
く
す
生
活
展

市
内
各
事
業
所
の
協
賛
に
よ
る
「む

だ
を
な
く
す
生
活
展
」
を
、
広
場
と

併
設
し
て
開
催
し
ま
す
。
生
活
展
の

内
容
な
ど
は
、
次
号
の

「広
報
う
え

だ
」
に
掲
載
し
ま
す。

上
田
市
資
源
活
用
推
進
本
部

事
務
局

1
生
活
環
境
諜

怨
⑫
4
1
0
0内
線
3
0
1

有
線
②
0
6
7
1
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国保の届け出 繍・進学伏引退職したかた忘れずに P

4月は卒業・就職・進学などで市役所へのいろいろな届け出も多い月です。

国保に関する届け出もいくつかありますがお忘れにならないようお願いします。

国国保に加入する目、やめる日

-国保に加入する日

[>転入した日(職場の健康保険に加入していな

い場合)

[>職場の健康保険をやめた日(退職した翌日)

b赤ちゃんが生まれた日

[>生活保護を受けなくなった日

-手続きがおくれると
.加入の届け出がおくれると

国保の加入届がおくれると、おくれた分の保

険税がさかのぼってかかります。

また、その聞は保険証がないため、医療費は

全額自己負担となります。

.届け出は14日以内に

国保に加入したり、やめたりした時の届け出

は、 14日以内にするよう定められています。

-保険証の受付

国保に加入すると 1世帯に 1枚の保険証が交

付されます。退職被保険者のかたには、⑮保険

証がもう 1枚交付されます。

.大学などへ進学したら

大学など、学校へ通うために住所を離れて生活

する場合には、③の保険証が交付されます。

. ⑨保険証の交付を受けるには

[>在学証明書、入学通知など学校ヘ通っている

国就職したら

この 3月に、学校を卒業するなどして、会社な

どに勤めた人で、職場の健康保険に加入したかた

は国保をやめる手続きをしてください。

「社会保険資格取得証明書J(市民課または支

所にあります)を会社などで書いてもらい、国保

の保険証(または国保の③保険証)と印鑑をご持

参のうえ届け出をしてください。

-保険証をなくしたり汚損したら-

市民課または支所で再交付を受けてください 0

・お持ちいただくもの

[>印鑑と本人であることを証明するもの

(例えば、免許証など)

-国保をやめる日

[>転出した日の翌日

[>職場の健康保険にはいった日の翌日

b死亡した日の翌日

[>生活保護を受けはじめた日

-国保をやめる届け出がおくれると

国保の資格がなくなったのに届け出がお くれ

たため、うっかり手もとにある保険証で診療を

受けてしまう人がいます。

このようなとき、国イ呆の資十各はなくなってい

ますので、国保で負担した医療費(かかった費

用の 7割または 8割)はあとで返還していただ

くことになります。

証明書と、国保の保険証および印鑑をご持参

のうえ、市民課または各支所で手続きをして

ください。

[>この場合、住所は上田市から転出して他の市

町村におくことが条件ですので注意してくだ

さ1，'10

G例

国保に関するお問い合わせは・・・

国保年金課国民健康保険係

告⑫4100 内線282・281

有線 2-0711 
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だ 瞬間2年4月16日一一一(6)ー

パト
が
ん
/
脳
卒
中
/
心
臓
病

三
大
成
人
病
が
釘
%
占
め
る

今
回
は
、
昨
年
一
年
間
に
亡
く
な

ら
れ
た
人
の
統
計
結
果
を
分
析
し
て

み
ま
し
た
。

人
生
初
年
時
代
に

上
田
市
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
一

月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
一
年
間
に
、

八
百
三
十
人
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
男
性
は
四
百
四
十
七

人
、
女
性
は
三
百
八
十
三
人
で
し
た
。

医
学
の
進
歩
に
よ
り
死
亡
率
は
年
々

減
っ
て
お
り
、
死
亡
原
因
も
結
核
な

ど
の
感
染
症
か
ら
、
成
人
病
へ
と
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

年
齢
別
に
見
る
と
、
老
年
人
口
と

呼
ば
れ
る
六
十
五
歳
以
上
の
方
が
、

全
死
亡
者
の
七
八
・
三
%
を
占
め
て

い
ま
す
。
特
に
、
八
十
歳
以
上
で
亡

く
な
っ
た
人
は
、
男
性
の
場
合
は
全

体
の
三
O
%
、
女
性
は
四
八
%
と
、

八
十
歳
以
上
ま
で
長
生
き
す
る
方
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
人
生
八
十
年
時
代
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
長
寿
社
会
に
な
っ
た
こ

え広報う一第 981号

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

死
亡
原
因
別
に
多
い
も
の
を
順
に

あ
げ
る
と
、
一
位
が
ん
、
二
位
は
脳

卒
中
な
ど
の
脳
血
管
疾
患
、
三
住
心

臓
病
、
四
位
老
衰
、
五
位
肺
炎
、
六

位
高
血
圧
性
疾
患
、
七
位
自
殺
、
八

位
消
化
器
疾
患
と
な
り
ま
す
。

一
位
か
ら
三
位
を
占
め
る
、
が
ん
、

脳
卒
中
、
心
臓
病
は
「
三
大
成
人
病
」

と
呼
ば
れ
、
こ
こ
二
十
年
間
ず
っ
と

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
上
田
市
で

も
死
亡
者
の
六
五
%
、
つ
ま
り
三
人

に
二
人
は
三
大
成
人
病
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

大
切
な
心
の
健
康

昭
和
六
十
年
の
統
計
と
比
べ
目
立

つ
の
は
、
自
殺
者
の
順
位
が
十
位
か

ら
七
位
に
な
り
、
人
数
も
十
二
人
だ

っ
た
の
が
倍
以
上
の
二
十
九
人
に
増

え
た
こ
と
で
す
。
変
化
の
激
し
い
現

代
社
会
で
は
、
心
の
健
康
も
大
切
な

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
交
通

事
故
な
ど
の
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人

も
十
二
人
か
ら
十
七
人
に
増
え
て
い

ま
す
。

全
体
の
六
五
%
を
占
め
る
三
大
成

人
病
の
う
ち
、
一
位
の
が
ん
で
亡
く

な
っ
た
人
は
、
二
百
十
一
人
(
二
五
・

四
%
)
で
し
た
。
が
ん
が
で
き
る
部

位
を
見
る
と
、
男
女
共
に
、
一
位
胃

が
ん
、
二
位
大
腸
が
ん
、
三
位
肺
が

ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。

増
え
る
大
腸
が
ん

最
近
は
、
大
腸
が
ん
で
亡
く
な
る

人
が
増
え
て
お
り
、
こ
こ
十
五
年
ほ

ど
で
二
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
間
は
、
が
ん
の
中
で
も
二

位
ま
た
は
三
住
と
上
位
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
の
大
腸
が
ん
は
、

こ
れ
か

ら
胃
が
ん
を
抜
い
て
増
え
て
い
く
だ

ろ
う
と
い
わ
れ
る
が
ん
の
一
つ
で
す
。

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
を
年
齢
別
で

み
る
と
、
七
十
歳
代
が
七
十
三
人
と

一
番
多
く
、
次
に
六
十
歳
代
、
八
十

歳
代
と
続
き
ま
す
。
が
ん
で
亡
く
な

る
人
の
半
分
以
上
を
七
十
歳
以
上
の

人
が
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
十

五
歳
以
上
に
な
っ
た
ら
各
種
の
が
ん

検
診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
勧
め
し

ま
す
。
が
ん
は
早
期
に
発
見
し
て
、

早
期
に
治
療
す
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

年
に
一
回
は
必
ず
検
診
を
受
け
ま
し

ト
品
よ
ノ
。

女
性
に
多
い
脳
血
管
疾
患

次
に
、
二
位
の
脳
血
管
疾
患
で
は
、

百
八
十
六
人
士
コ
了
四
%
)
の
方

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
年
々
少
し
ず

つ
減
っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
上
田

市
で
は
ま
だ
女
性
に
多
く
、
女
性
だ

け
み
る
と
が
ん
で
亡
く
な
る
人
よ
り

(上田市・昭和61年)死t原因の状況

糖尿病

19人(2.3%)

消化器疾患

27人(3.3%)

自殺

29人(3.5%)
多
く
、
四
人
に
一
人
の
割
合
に
な
り

ま
す
。最

後
に
、
三
位
の
心
臓
病
で
亡
く

な
っ
た
人
は
、
百
四
十
三
人
(
一
七
・

二
%
)
。
長
野
県
や
全
国
で
は
増
え
て

き
て
い
る
病
気
で
す
が
、
上
田
市
で

は
ほ
と
ん
ど
横
ば
い
の
状
態
で
す
。

成
人
病
は
、
働
き
盛
り
の
三
十
代
、

四
十
代
か
ら
急
に
増
え
て
き
ま
す
。

若
い
こ
ろ
か
ら
の
生
活
習
慣
の
積
み

重
ね
が
成
人
病
に
な
っ
て
現
れ
る
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
診
断
を

受
け
て
健
康
の
確
認
を
し
た
り
、
日

常
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。



一(7)ー

中
小
企
業
融
資
の

ご
利
用
を

第 981号ー

上田市中小企業融資(制度資金)は、市内の多

くの商工業者の皆さんに利用されています。

この制度は、市が長野県信用保証協会と市内の

各金融機関の協力を得て、中小企業を経営する皆

さんに、希望する金融機関に融資をあっせんする

制度です。

本年度は、貸付金利(年)を0.5%(小規模資金は

0.4%)引き下げて融資を受けやすくしました D

皆さんのご利用をお待ちしています。

・資金はこんなときに・-

商品の仕入れに、資金繰りに、工場・鹿舗な

どの建築に、機械・車両などの購入に、工場・

庖舗などの用地取得に

・中小企業融資の内容

下表をご覧ください 0

・問い合わせ

0商工課商工相談所=宮 ⑫4100内線604

0塩田商工会=ft⑧ 3610

0川西商工会=告⑧2033

上田市中小企業融資一覧

資 金 名 融資 対 象 資金使途 貸付限度 金利(年) 貸付期間 据置 保証人
償還

担保 イ保言料証用

方法

(1)市内に居住し、市
運転資金 700万円 5.8% 

36か月 6か月

税を完納している 以内 以内
中小企業資金

もの。 84か月

必要応じ
(2)市内に庖舗、工場、 設備資金 1，200万円 5.8% 

以内
向上

事務所または事業
不況対策

所を有するもの。 運転資金 印O万円 2人以上
資 金

(3)常時使用する従業
徴すて不況対策 5.3% 

転業資金
員の数が30人未満 運転資金

700万円
60か月 12か月

であること。 設備資金 以内 以内 均 る 全

特別資金 (4)同一事業の営業実 本人4負.0担% 等倒産防止 額

資金
績を継続して 1年 運転資金 1，∞0万円

利子補給% 月
以上有すること。

1.3 
市

(5)i言用保証協会の定 運転資金
36か月 6か月 原則として 賦

不

める対象業種を営
以内 以内 とらなt，¥。 f賞 負

小規模企業事業資金 350万円 5.4% 
むもの。 84か月 6か月 (法人は 3、塁墨Z 担

(6)その他市が定める
設備資金

以内 以内 1人以上)
要

もの。

独立開業資金
運転資金

500万円 6.0% 
72か月

向上 要必※ただし、信用保証
設備資金 以内

協会の代位弁済に

応てじ必要に公 害防止.資金 より求償債務を負 設備資金 800万円
本人4負.3担% 84か月

向上 2人以上
利子補ヲ給る 以内担している人およ 1.5 

工場用地取得資金
び金融機関と取引

設備資金 6.0% 
120か月 12か月

必要
停止中の人は除く。

3，∞0万円
以内 以内

(注 1)ほかに、共同事業資金、公共事業資金、大型庖対策特別近代化資金があります。

(注2)申込方法、各資金別融資対象、保証人の資格などについては上田市商工謀、塩田商工会、川西商工会

へお問い合わせください。
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婦人がつくるあした
「上田市婦人問題市民のつどし、」が3月28

日、文化会館ホールで聞かれました。このつ

どいは、婦人問題についての認識を深めても

らうことが目的で、約500人が参加しました。

バイオリン演奏に続き、評論家の樋口恵子さ

んが「共につくるあした」と題して講演しま

しfこ。

宇
品

A『
4

‘駅前に駐輪ゾーン/
放置自転車は、交通渋滞や歩行の妨げ、

た駅前の美観も損ねています。市では、

月 1日から駅前2か所に駐輪ゾー ンを新設し

ました。ゾーン内の駐輪にご協力を/

広
報
毛
ユ
タ
i
じ

豆歪豆

な
り
ま
せ
ん
か

市
で
は
、

「広
報
う
え
だ
」
が
市
民

の
皆
さ
ん
に
よ
り
親
し
ま
れ
、
よ
り

読
ま
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、

次
に
よ
り
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、

広
報
に
対
す
る
意
見
や
提
案
な
ど
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
市
民
参
加
の
紙

面
づ
く
り
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

-
応
募
資
格
二
十
歳
以
上
の
市
内

在
住
者
(
公
務
員
を
除
く
)

-
募
集
人
員

一
般
公
募
十
人
程
度

・

任

期

昭

和

六

十

三
年
三
月
三

パ
ン
パ
iボ
ー
ト
で

遊
ぼ
う

自
然
運
動
公
園
プ

l
ル

マ
開
場
日
四
月
二
十
五
日
出
か
ら

五
月
末
ま
で
(
前
期
)
、
毎
週
土
・
日

曜
日
と
祝
日
に
開
場

十
一
日
ま
で

・

謝

礼

記

念

品

を

贈

呈

-
職
務
内
容
①
モ

ニ
タ
ー
会
議
へ

の
出
席
(
年
五
回
の
予
定
)
②
ア
ン

ケ
ー
ト

へ
の
協
力
な
ど

-
応
募
方
法
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
(
ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
を
書
い
て
五
月
十
二
日
ま
で

に
秘
書
課
(
干
3
8
6
上
田
市
大
手

一
l
l
十

一
l
十
六
、
宮
⑫
4
1
0
0

内
線

2
0
5
・
2
0
6
)

へ。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。

マ
開
場
時
間

四
時
三
十
分

マ

料

金

パ

ン

パ

l
ボ

l
ト
は

一

人
二
百
円
、
リ
モ
コ
ン
ク
ル

l
ザ
ー

は
一
回
百
円

※
今
回
は
、
バ
ン
パ

l
ボ

l
ト
を
二

Z
て、「，

般
増
や
し
、
七
般
に
し
ま
し
た
。

午
前
十
時
か
ら
午
後

4
月
間
日

j
U
日

ち
ょ
っ
と
の
外
出
に
も

カ
ギ
か
け
て

春
の
防
犯
運
動
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品川|た|の1国|民|年1金1
一一保険料は便利な口座振替で一一

路線ノfスは年々利用者が減少し運行維持が

困難となっており、国・県や市の補助金を受

けて運行されているパス路線が市内に10路線

あります。平均乗車密度が5人未満になると、

3年間で補助が打ち切られ、パス路線が廃止

となり ます。下の表の 6路線は、特に運行が

危ぶまれる路線で、今後も利用者の増加がな

ければ、本年 9月末で廃止が予測されます。

パスは、沿線地域の皆さんはもとより、市

民みんなの足として欠かせない交通機関です。

パス路線を存続させるためにも、できるだけ

パスを利用しましょう。

路線パスの存続をP+預金

あなたの預金口座から、自動的に納付できる安

全 ・確実・便利な口座振替をご利用ください。

・依頼手続きは簡単です

o市役所 (国民年金係)、 または金融機関の窓口

で手続きを して ください。

0持ち物は、年金手帳(または納付書)

通帳+お届け印

※振替日(月末)が近づいたら預金残高をお確

かめください。預金残高が不足すると、振替

不能になります。(振替不能の場合は、翌月の

10日に再振替します)

(昭和61年度)

会社名 路線名 運行区間 運回 行数

上 岩清水線 上田駅ー下郷一岩清水 2.5回 4.2人

田 西丸子線 下之郷ー富士山一丸 子 8.0 3.3 

父 西丸子線 大学前一富士山一丸子 1.0 3.9 

通 奈富士良尾山線・下之郷一奈良尾・富士山J下之郷 4.0 1.5 

川中島 川西線 大屋一半過一上山田 6.5 4.1 

バス 川西線 常入一半過一上山田 3.5 3.9 

運行が危ぶまれる路線

一支払いが困難な人に免除制度一

-手続きは 7月までに

「所得が少なく、保険料の支払いができない…」

と悩んでいる方。そのまま放っておかないても「保

険料の免除」の申請をしては、いかがでしょうか。

申請 し、承認されると、免除の期間は年金を受け

る期間として計算され、納付した場合の 3分の 1

の年金が受けられます。

この制度を希望される方は、 7月31日までに国

民年金係の窓口で手続きをしてください。

・法定免除と申請免除

免除には、次の 2つがあります。

①生活保護法による生活扶助を受けて

いる方

②障害基礎年金または被用者年金の障

害年金(3級は除く)の受給権者など

法定免除

※運行回数は 1往復で 1回と数える。

※平均乗車密度とは、起点から終点、まで、

平均して何人乗っていたかを表わすもの。

①所得の少ない方や病気やけがなどで

経済的にお困りの方

②保険料を納付することが困難な特別

の理由がある方など

申請免除

※任意加入の方は、免除を受ける ことができま せん。

四
月
か
ら
六
月
は
、
「都
市
緑
化
推

進
運
動
期
間
」
で
す
。
市
で
は
、
こ

の
期
間
に
あ
わ
せ
て
、
生
活
道
路
を

緑
で
い
っ
ぱ
い
に
し
、
住
み
よ
い
ま

ち
に
す
る
た
め
皆
さ
ん
に
生
け
垣
守
つ

く
り
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
生
け
垣

に
は
次
の
樹
木
が
適
し
て
い
ま
す。

マ
イ
チ
イ
、
カ
マ
ク
ラ
ヒ
バ
、
サ
ワ

ラ
、
ゴ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
、
マ
サ
キ
、
チ

ョ
ウ
セ
ン
マ
キ
な
ど

-
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課
宮
⑫

4
1
0
0
内
線
3
5
5

通
所
者
を

求
め
て
い
ま
す

共
同
作
業
所

山
び
こ
の
家

「山
び
こ
の
家
」
は
、
心
の
病
に

か
か
っ
た
人
が
、
仲
間
の
み
な
さ
ん

と
仕
事
を
し
、
憩
う
中
で
社
会
復
帰

へ
の
力
を
つ
け
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

通
所
し
て
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
い
き

ま
せ
ん
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
時

に
求
め
て
い
ま
す
。

マ
と
こ
ろ
上
田
市
大
字
上
田
原
一

五
八
八
|
四
(
上
田
創
造
館
上
)

マ
問
い
合
わ
せ
宮
⑫
9
0
5
6
也

君
⑧
8
6
5
6
側

「生
け
垣
申
つ
く
り
」
で

ま
ち
に
緑
を
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時

-i
h
-
-
〕
月
た
ト
鼓
し
。
一

・
・
闇
屋
4
れ
ツ
太
ま
す
-

a
a
E
、
ま
力
障
い
ま
-

弘
、

が
ぐ
プ
因
わ
れ
一

陣
陣
』

場
め

一
真
ぎ
さ
一

‘.EE広
に
テ
、
に
設
一

週
闇
咽
ま

曜
晴
る
ド
で
開
一

時
幅
千
心

日
快
よ

一
ら
で
一

y
fシ
町
。
に
レ
客
ま
一

四円

J
4
4

野
た
ら
パ
物
末
一

p

d
て
海
し
長
奏
い
月
-

戸

i
た
ま
市
演
買
叩
-

E
F
E
rh
h
え
し
野
の
、
、
.

号一
川
i

迎
卜
永
隊
れ
は
一

色一一円γ
帽

を

一

、
楽
わ
場
一

W
Eヨ

目
タ
は
音
行
広
-

u

i
h
h

議

団
ス
日
防
が
同
一

-
h
一
〓
当
日
日
の
消
と

F

富一

5
こ
ゃ
な
た

一

・
面
冒

f
aa
.，B
t

税
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
人

②
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
人

③
国
民
年
金
法
施
行
令
別
表
に
規
定

す
る
障
害
の
程
度
の
一
級
九
号
、

十
号
、
十
一
号
に
該
当
す
る
人

④
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、

そ
の
障
害
程
度
が
h
、
B
、
島
に

該
当
し
て
い
る
人

※
①
②
③
に
該
当
す
る
人
の
う
ち
、

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、

そ
の
障
害
程
度
が
ん
に
該
当
し
て

い
る
人
は
除
く

※
②
③
④
に
該
当
す
る
人
の
う
ち
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
て
、
そ
の
障
害
程
度
が
一
級

ま
た
は
二
級
に
該
当
し
て
い
る
人
、

ま
た
、
三
級
に
該
当
し
、
前
年
分

の
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
な
い

人
は
除
く

※
の
あ
あ
②
に
該
当
す
る
人
の
う
ち
、

え広報う

上
田
市
福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
給
付
金
の
支
給
を
受
け

て
い
る
人
の
う
ち
、
障
害
基
礎
年
金

(
従
来
の
障
害
年
金
を
含
む
)
の
受
給

者
で
、
次
の
①
か
ら
④
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
か
た
は
、
四
月
診
療
分
か

ら
一
か
月
間
に
支
払
っ
た
医
療
費
の

う
ち
二
万
円
ま
で
は
自
己
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
て
、
そ
の
障
害
程
度
が
三
級

に
該
当
し
、
か
つ
前
年
分
の
所
得

一ー第 981号

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
を
受
け

て
い
る
人
を
除
く

信
州
青
年
の
船

団
員
を
募
集

青
少
年
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
8
1

県
で
は
、
今
年
も
信
州
青
年
連
帯

の
船
「
海
洋
セ
ミ
ナ
ー
」
の
団
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

マ
趣
旨
県
内
の
青
年
が
洋
上
で

の
生
活
と
研
修
を
通
じ
て
、
連
帯
を

深
め
る
と
と
も
に
、
中
国
青
年
と
の

交
流
に
よ
り
国
際
的
視
野
を
広
め
る
。

マ
と
き
八
月
六
日
附
か
ら
同
十

七
日
間
(
十
二
日
間
)

マ
訪
問
先
中
華
人
民
共
和
国
(
青

島
市
、
河
北
省
、
北
京
市
、
天
津
市
)

マ
参
加
資
格
県
内
に
お
住
ま
い
の

人
で
、
学
生
(
勤
労
学
生
は
除
く
)

で
な
い
人

O
運
営
団
員

1
二
十
歳
以
上
三
十
九

歳
以
下
で
、
地
域
、
職
場
な
ど
で

指
導
的
役
割
を
し
て
い
る
人

O
青
年
団
員

l
二
十
歳
以
上
三
十
九

歳
以
下
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
同
種
の
事
業
に
参
加
し
た
こ
と

の
な
い
人

O
壮
年
団
員

l
四
十
歳
以
上
六
十
歳

以
下
(
六
十
二
年
四
月
一
日
現
在
)

で
、
青
少
年
活
動
に
理
解
が
あ
り

現
に
活
躍
し
て
い
る
人

マ
募
集
人
員
青
年
団
員
約
二
十
名

(
運
営
団
員
若
干
名
を
含
む
)
、
壮
年

団
員
若
干
名

マ
参
加
者
負
担
金
十
八
万
五
千
円

(
一
部
市
の
補
助
が
あ
り
ま
す
)

マ
申
込
期
限
運
営
団
員
は
、
四
月

三
十
日
附
ま
で
。
青
年
団
員
と
壮
年

団
員
は
、
五
月
三
十
日

ωま
で
。

マ
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
青
少
年

課
へ

八
舞
自
治
会
が
発
足

八
木
沢
自
治
会
に
所
属
し
て
い
た

八
舞
団
地
が
、
四
月
一
日
か
ら
八
舞

自
治
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
所

属
は
、
中
塩
田
地
区
自
治
会
連
合
会

で
す
。

自
治
会
名
・
・
・
八
舞
自
治
会

世
帯
数
・
:
三
十
四
世
帯

自
治
会
長
・
:
田
中
純
一
郎
さ
ん
(
宮

⑬
2
8
3
4
)
 

ゆずります(希望価格) ゆずってください

写真引き伸ばし機 5，000円 七・五・三服(7歳女子)

ベビーベット 無料 ベビーカー

ステレオ 20，000円 おもちゃ (2"'3歳児)

電子ジャー 5，000円 電気掃除機

シングルベット 18，000円 電気温水器(40.e)

かば‘ん(高校生用) 無料 電気ミキサー

学生服(女子中学生) 無料 電気冷蔵庫

体重計 無料 子ども用自転車

ドラム缶 (200.e) 無料 大人用自転車

ワープ口 15，000同 婦人用自転車

編み機 10，000円 婦人用ヘルメット

パンこね機 10，000円 ぶら下がり健康器

8ミリカメラ 20，000円 物置(1坪用)

。じゅうぶんに活用できる不用品は、 ピアノ

どんなものでも登録しましょう。 折り畳みパイプイス

( 4月7日現在)不用品登録情報

。ゆずりたい品物、ゆずってほしい品物カずありましたら、生活
環境課生活係(宮⑫4100内線301)へお気軽にご連絡を。

。紹介後のトラブルなどについては、責任を負いかねますの
でご了承くださし、。
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住
宅
建
設
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

管
理
課
住
宅
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
4
5

市
で
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、

住
宅
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
す
る
皆

さ
ん
に
、
建
築
資
金
を
お
貸
し
し
ま

す
。

対
象
者
:
・
(
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
人
)

①
市
内
に
自
分
の
住
む
住
宅
を
新
築

ま
た
は
増
改
築
す
る
人

②
す
で
に
建
設
に
必
要
な
敷
地
の
あ

る
人
、
ま
た
は
土
地
と
新
築
住
宅

を
同
時
に
購
入
す
る
人

③
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人

④
前
年
分
所
得
が
四
百
五
十
万
円
以

下
の
人
(
給
与
所
得
者
の
場
合
は

総
収
入
が
六
百
二
十

一
万
六
千
六

百
六
十
五
円
以
下
)
※
前
年
分
所

得
と
は
、
前
年
分
総
収
入
か
ら
必

要
経
費
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

⑤
借
入
金
(
公
庫
な
ど
ほ
か
の
資
金

を
含
む
)
の
年
間
返
済
元
利
合
計

額
が
、
前
年
分
所
得
(
将
来
と
も

同
居
す
る
家
族
の
収
入
も
含
む
)

の
三
三
%
以
内
で
あ
る
こ
と
。

申
込
期
間
・
:
四
月
二
十
五
日
出
か
ら

Tごえ一(11)-一昭和62年 4月16日 広報う

五
月
二
十
五
日
側

貸
付
金
額
:
・五
十
万
円
以
上
二
百
万

円
以
下

貸
付
利
率
・
:
年
五
・
七
%

返
済
期
間
・
・
・
十
五
年
以
内

返
済
方
法
:
・
元
利
均
等
毎
月
払
い

申
込
先
、
問
い
合
わ
せ
・
:
管
理
課
へ

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

に
ご
応
募
下
さ
い

長
野
県
歯
科
医
師
会

8
0
2
6
2
⑫
5
7
1
1
 

長
野
県
歯
科
医
師
会
で
は
、

「第
四

団
長
野
県
民
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

マ

部

門

①
母
と
子
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル

②
高
齢
者
の
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
③
障
害
者
施
設
の

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

マ
応
募
資
格
①
は
昭
和
六
十

一
年

四
月

一
日
か
ら
同
六
十
二
年
三
月
三

十

一
日
ま
で
の
聞
に
三
歳
児
歯
科
健

診
を
受
診
し
た
幼
児
と
そ
の
母
親

②
は
六
十
二
年
三
月
三
十

一
日
現
在

で
七
十
歳
以
上
の
人
で
、
歯
が
全
部

残
っ
て
い
る
か
た
(
治
療
し
て
あ
っ

て
も
可
。
親
知
ら
ず
は
対
象
外
)

③
は
六
十

一
年
四
月
一
日
か
ら
六
十

二
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
聞
に
歯

科
健
診
を
行
っ
た
施
設

マ
応
募
期
限
四
月
三
十
日
同

マ
選
考
方
法
五
月
十
四
日
附
書
類

選
考
、
五
月
二
十
二
日
働
健
診
、
面

接
を
実
施

マ
入
選
者
表
彰
六
月
四
日
闘
に
茅

野
市
で
開
催
さ
れ
る

「歯
の
健
康
を

守
る
県
民
の
集
い
」
で
行
わ
れ
ま
す
。

マ
応
募
方
法

①
は
、
市
役
所
保
健

予
防
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
③
は
、
官
製
は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
(
施
設
名
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
最
終
職
歴
を
記

入
し
、
左
記
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

干
3
8
0
長
野
市
岡
田
町
九
六

長
野
県
歯
科
医
師
会

「第
四
団
長

野
県
民
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

料
理
教
室
の

受
講
者
を
募
集

マ
期
間

O
A
組

1
五
月
十

一
日

l
七
月
二
十
七
日
の
毎
月
曜
日
・
午

前
十
時
か
ら
正
午

O
B
組

l
五
月

十
二
日
1
七
月
二
十
八
日
の
毎
火
曜

日
・
午
前
十
時
か
ら
正
午
マ
場
所

上
田
ガ
ス
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
原

町
)
マ
定
員
各
組
と
も
二
十
四
名

マ
受
講
料
十
二
回
分
で
九
千
円
(
材

料
費
を
含
む
)
マ
申
し
込
み
上
田

ガ
ス
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
包
⑫
6
8

7
3
 

5月の乳幼児健康診査
砂受付時間…いずれも午後 1時-2時。 砂持ち物…母子健

康手帳、パスタオル(4 ・10か月児)、歯ブラシ(1歳 6か

月児)。また、 1歳 6か月児と 3歳児は、赤ちゃん手帳の中

にある健康診査票を記入してお持ちください。
固定資産税第 1期

納期限は4月30日休)です。

Ir'、 ItI-:...l二士 -"" 
:>.. ~・J品 1 ，Øç士 l

一一一一一 --...--_..-- u -..~-

4竺士l白骨‘

〈収税課8⑫4100内線241・有線②0691>

~j↓軍日手 健診 実施日 女す 象 児

4か月児
5月 7日 61年12月16日-12月31日生

5月19日 62年 1月 1日 1月15日生

上田市保健 10か月児
5月14日 61年 6月16日-6月30日生

センター
5月28日 61年 7月 1日-7月15日生

(市役所南庁 1歳6か月児
5月 6日 60年10月16日-10月31日生

舎 2階)
5月20日 60年11月 1日-11月15日生

3歳児
5月 8日 59年 4月 1日-4月15日生

5月22日 59年 4月16日 4月30日生

塩田母子健康セン
4か月児

5月12日
61年12月16日-62年1月15日生

ター(塩田地区)
10か月児 61年 6月16日 7月15日生

I歳6か月児 5月26日 60年 9月16日 11月15日生

川西社会福祉セン 4か月児
61年12月16日-62年1月15日生

ター(JlI西地区i"I ~~か月児 5月13日 61年 6月16日-7月15日生

1歳6か月児 60年10月16日-11月15日生

※駐車場が手狭のため、なるべく車での来庁はご遠慮くだきい。
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市
職
員

人
事
異
動

え

四
月
一
日
付

・
参
事

マ
参
事
兼
市
民
税
課
長

(
市
民
税
課
長
)

-
課
長
級

マ
管
財
課
長

(
消
防
部
総
務
課
長
)

上
沢
常
一
マ
保
健
予
防
課
長
(
福

祉
課
長
)
石
黒
俊
三
マ
福
祉
課
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長
(
保
健
予
防
課

長
)
山
寺
保
雄
マ
観
光
課
長
(
川

西
公
民
館
長
)
饗
場
民
雄
マ
農
林

課
長
(
農
業
委
員
会
事
務
局
長
)
三

木
隆
男
マ
農
政
部
付
・
上
小
農
業

共
済
組
合
参
事
(
社
会
教
育
課
長
)

小
山

幸

マ

川
西
支
所
長

(
高
齢

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
)
三
輪
善
方

マ
議
会
事
務
局
次
長
(
第
二
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
)
山
越
昇
マ

社
会
教
育
課
長
(
議
会
事
務
局
次
長
)

清
水
万
伴
マ
農
業
委
員
会
事
務
局

長
(
川
西
支
所
長
)
西
沢
久
マ

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
(
保
健

予
防
課
課
長
補
佐
兼
保
健
相
談
室
長
)

関
清
子
マ
城
南
解
放
会
館
長
兼

城
南
公
民
館
長
(
総
務
課
課
長
補
佐

兼
行
政
管
理
係
長
)
沓
掛
八
郎
マ

川
西
公
民
館
長
兼
川
西
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
長
(
管
財
課
課
長
補
佐
兼

JII 
上
武
男

広報うーー第 981号

登
記
係
長
)
星
野
昇
嗣
マ
第
二
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
(
会
計
課
課

長
補
佐
兼
出
納
係
長
)
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この一票

4月26日は、市議会議員

選挙の投票日です。

(入場券をお忘れなく)
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